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第２次深谷市総合計画に掲げる
　６つの「まちのイメージ」実現に向けた

施策を展開

令和７年深谷市議会第１回定例会
２月20日から３月17日まで

　令和７年度の一般会計当初予算は、653億9,413万2千円となりまし
た。これは、「安全・安心なまちづくり」、「子育てに重点をおいたまちづ
くり」、「将来を見据えた投資」の3つの視点を中心に各施策を着実に推進
し、確かな成果に結びつけるための経費を計上した結果、前年度に比べ
77億8,995万2千円（13.5％）の増額となったものです。

健康でいきいきと
暮らせるまち

安心とやすらぎを
感じられるまち

みんなで創る
協働のまち

活力とにぎわいに
あふれるまち

次代を担う人と
文化を育むまち

・幼稚園・こども館複合施設建設事業
……23億908万8千円

令和８年度開館に向けた建設工事
・地域医療推進事業……………1,005万9千円
子育て世代が24時間利用できるオンライン
医療相談サービスの提供（748万円）

・ねんりんピック開催事業………140万8千円
令和８年度本大会に向けたプレ大会の開催

・防犯のまちづくり⽀援事業……1,494万5千円
日中等に65歳以上の高齢者のみとなる世帯が
実施する防犯対策を補助（600万円）

・防災機能強化事業………………1,424万7千円
防災士の育成・活用を推進（204万1千円）

・行政情報化推進事業…………4,468万8千円
生成AIを業務に活用（316万8千円）

・情報システム・システム基盤運営管理事業
…………………7億887万4千円

書かない窓口の対応可能手続きを追加
（275万円）

・地域通貨推進事業……………………………17億5,751万3千円
ネギーチャレンジ、ネギーウィルの実施など（16億560万円）

・アグリテック集積事業…………………………………7,841万円
アグリテックアワードの開催、アグリテック交流施設の運営など

・小・中学校施設整備維持事業…16億1,589万1千円
市内の全小・中学校の体育館にエアコンを整備す
るため、小学校は設計、中学校は工事を実施
　　　　　　　　　　　　　（8億9,704万1千円）

・渋沢栄一政策推進事業………………… 2,180万円
新紙幣発行１周年記念事業、渋沢栄一生誕185年
記念事業を実施（949万9千円）

・文化財施設管理活用事業……………3億9,577万円
旧煉瓦製造施設の管理活用棟を整備
　　　　　　　　　　　　　（3億1,262万5千円）

幼稚園・こども館複合施設建設事業
23億908万8千円

文化財施設管理活用事業
3億1,262万5千円

快適で利便性の
高いまち

・原郷上野台線整備事業…………………14億1,831万9千円
アンダーパス　街路築造工事（アプローチ部）を実施
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（14億1,600万円）

・コミュニティバス運行事業………………2億4,603万3千円
自動運転バス実証実験運行を実施（1億2,000万円）

・鉄道・路線バス利便性向上事業………………2,045万9千円
復活した民間路線バスの運行費用を補助（500万円）

総合計画から見た 主な新年度予算

幼稚園・こども館複合施設 完成イメージ図 旧煉瓦製造施設及び管理活用棟 完成イメージ図 住宅等防犯対策補助金 令和6年度実施事例 原郷上野台線アンダーパス 完成イメージ図

防犯のまちづくり支援事業
600万円

原郷上野台線整備事業
14億1,600万円

（2024年10月時点）
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Q

A

新年度予算特集

予算審議
（特別委員会で集中審議）

総括

福祉

反
対
討
論

　
予
算
に
は
、
幼
稚
園
こ
ど
も
館
複
合
施
設
建
設
事

業
と
原
郷
上
野
台
線
整
備
事
業
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
工
事

の
今
年
度
分
事
業
費
、
合
計
37
億
２
，
７
４
０
万
円

が
含
ま
れ
る
。
事
業
に
反
対
で
あ
る
と
共
に
、
入
札

結
果
が
落
札
率
99
．
５
％
超
え
の
一
者
応
札
で
あ
っ

た
事
も
問
題
で
あ
り
、
再
入
札
を
行
う
べ
き
だ
っ

た
。
小
中
学
校
の
施
設
整
備
維
持
事
業
も
修
繕
予
算

が
足
り
な
い
た
め
、
雨
漏
り
等
で
応
急
処
置
が
さ
れ

て
い
る
。
大
規
模
公
共
工
事
よ
り
教
育
現
場
や
市
民

の
声
に
耳
を
傾
け
る
べ
き
で
あ
る
。

村
川　
徳
浩

賛
成
討
論

　
令
和
7
年
度
の
一
般
会
計
予
算
に
は
、
重
要
な
事

業
実
施
の
た
め
、
過
去
最
大
の
６
５
３
億
9
，
４
１

３
万
2
千
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
令
和
7
年
度

は
、
深
谷
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
の
中
間
年
で

あ
り
、
総
合
計
画
に
盛
り
込
ま
れ
た
各
施
策
を
着
実

に
推
進
し
、「
市
民
皆
様
の
安
心
安
全
は
も
と
よ
り
、

暮
ら
し
や
す
く
、
子
育
て
し
や
す
い
深
谷
」を
実
現

す
る
べ
き
で
あ
る
た
め
、
本
議
案
に
賛
成
で
あ
る
。

た
だ
し
、
事
業
の
実
施
に
際
し
て
は
、
市
民
皆
様
へ

の
充
分
な
説
明
を
行
う
よ
う
申
し
添
え
る
。

清
水　
健
一

議
案
第
15
号

令
和
7
年
度
　
　
一
般
会
計
予
算

反
対
討
論

　
財
政
調
整
基
金
の
残
高
は
約
１
６
6
億
円
と
多
額

で
、
物
価
の
値
上
が
り
に
苦
し
む
市
民
の
た
め
福

祉
・
教
育
・
生
活
環
境
整
備
等
に
も
っ
と
活
用
す
べ

き
で
あ
る
。
次
に
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
一
つ
で

あ
り
食
育
の
一
環
で
あ
る
給
食
費
無
償
化
の
実
現

や
、
中
小
業
者
を
支
援
し
地
域
経
済
の
振
興
を
図
る

一
般
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
制
度
を
創
設
す
べ
き
で
あ

る
。
ま
た
、
難
聴
の
高
齢
者
を
支
援
し
、
認
知
症
予

防
に
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
補
聴
器
の
購
入

費
制
度
を
創
設
す
べ
き
で
あ
る
。
以
上
が
予
算
化
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
本
議
案
に
反
対
で
あ
る
。

鈴
木　
三
男

賛
成
討
論

　
子
育
て
世
代
の
皆
さ
ん
が
完
成
を
待
ち
望
ん
で
い

る
幼
稚
園
・
こ
ど
も
館
複
合
施
設
の
建
設
工
事
や
24

時
間
利
用
で
き
る
オ
ン
ラ
イ
ン
医
療
相
談
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
、
市
内
全
小
中
学
校
の
体
育
館
に
エ
ア
コ
ン

を
整
備
す
る
た
め
の
予
算
な
ど
、
ま
さ
に
市
民
の
皆

さ
ん
が
待
ち
望
ん
で
い
る
事
業
を
実
現
す
る
た
め
の

予
算
編
成
で
あ
る
。
や
る
べ
き
事
業
を
、
や
る
べ
き

時
期
に
、
計
画
通
り
取
り
組
む
、
そ
の
結
果
、
前
年

度
比
13
．
５
％
の
伸
び
と
な
っ
た
が
、
財
政
調
整
基

金
を
適
切
に
活
用
す
る
こ
と
で
、
は
じ
め
て
実
現
で

き
た
予
算
編
成
で
あ
り
、
本
議
案
に
賛
成
で
あ
る
。

田
口　
英
夫

予算特別委員会
委員長　富田　勝

議長
⻆田　義徳

令和 7年度当初予算については、施政方針との整合性
や財政運営の健全性の審査、各事業の効率性などを含め、
予算特別委員会を設置し集中審議を行いました。

住宅耐震化促進事業 地域医療推進事業

老朽管更新事業
母子健康包括支援事業

地域子ども・子育て支援事業

Q Q

A A

令和4年から令和6年まで耐震シェルターと防災
ベッドの補助実績がなかったが、今年度も予算化
している理由を伺う。
住宅の耐震対策として最も有効な方法は、耐震改
修工事であるが、工事費用が高額となる。それに
対し、耐震シェルター（既存家屋の1部屋を丈夫な
箱にするというもの）、防災ベッド（ベッドの上に
丈夫な屋根がついているような状態のもの）の設
置は耐震改修工事に比べ少ない費用で対応が可能
であるため、補助対象として複数の選択肢を設け
ることが、事業として有効であると考えている。

オンライン医療相談サービスの導入が令和7年度
から予算748万円とあるが、時間帯は終日対応で
きるのか。また、費用は。
オンライン医療相談とは、子供の体調不良時など
にオンラインを通じて医師が健康や医療に関する
相談に対応するサービスである。深谷市では、0
歳児から18歳児のいる世帯を対象に24時間365
日いつでも相談できるサービスを実施したいと考
えており、利用者の負担は無料である。

Q
Q

Q

A
A

A

重要給水施設配水管老朽管更新工事の更新延長が
少なくなっている理由を伺う。
令和2年度に策定した老朽管更新事業計画に基づ
き、年間6億円で事業を進めているが、労務費が
5～7％、資材費が10～20％上昇し、また諸経費
も上昇していることから、同口径で施工した場合
においては更新延長が減少している状況である。

更新延長について、年間6億円ありきではなく、
年間11kmにしていくべきだと考えるが、市の考
えを伺う。
本田配水場の拡張に係る施設整備事業、浄配水場
の設備更新に係る浄配水設備改良事業など、多岐
にわたる事業も実施していることから、老朽管更
新事業計画に基づき、まずは年間6億円の事業を
しっかりと進めていく。

事業内容の中に妊娠前の思春期保健というのがあ
るがその内容は。
学校保健と連携を図り、思春期の子供の健全な育
成を目指す。小学校5，6年生を対象に「すてきな
命かがやく命」、中学校3年生を対象に「思春期の
生と性」をテーマに講演を行っている。

一時預かり補助制度を新設するとあるが、その内
容は。
1日当たり一時預かり料金（給食費や行事参加費
を除く）が2,000円を超える部分の2分の1を保護
者の方に補助するという内容のものである。

産業拠点推進事業

深谷テラスパーク管理運営事業

Q
A
産業集積拠点詳細調査の内容について伺う。
寄居スマートインターチェンジ周辺の地域を対象
とし、産業用地の創出に関する検討を推進する調
査。産業用地の開発可能性について、都市計画法
などの規制の精査、道路や水道などのインフラの
整備ルートの調査、企業への進出意向アンケート
など、事業規模やスケジュールの詳細検討を実施
していきたいと考えている。

Q

A

遊具周辺は日影がなく、熱中症が心配となるが、
日よけ等の設置は検討していないのか伺う。
深谷テラスパークには日よけが少なく、熱中症な
どのリスクが高まることから、じゃぶじゃぶ池周
辺や円形広場にテントを設置することで対策を講
じてきた。パーク全体の日よけ対策については、
利用者の安全性や快適性、また施設の管理運営に
おける経済性や効率性など、総合的に検討を重ね
て考えていきたい。

都市整備 産業

Q

A

今回の当初予算は、過去最大の予算額だが、今後
の財政運営に影響はないのか。
令和7年度当初予算は過去最大の予算として編成
したが、計画的に財政運営を行ってきている中で、
あらかじめ想定していた。持続可能な財政運営を
確保するため、中期的な視点に立ち、将来を見据え
た基盤形成への計画的な投資として財政見通しを
立て、その見通しに基づいて市政を運営している。

財政運営において留意している点は。
特に留意している点は、基金と地方債という2つ
の視点である。基金は、基金残高や各種財政指標
の動向などに留意し、全体の調整財源として計画
的に活用を行ってきた。その結果、行政サービス
を先送りすることなく、必要な時期に着実に実施
できている。地方債については、特に交付税算入
を重視している。合併特例債をはじめとした交付
税算入のある有利な地方債を効果的に活用するこ
とで、実質的な負担軽減を図っている。

自主財源比率が46.5％で、依存財源に頼ってい
る現状だが、市としてはどう分析しているか。
令和7年度の一般会計当初予算案はその財源とし
て、所要の市債を予算計上した。結果として依存
財源の比率を高める一因となったが、財政指標等
も良好な数値であり、引き続き健全な財政運営に
努めていく。

Q

Q

A

A

討
　
論

議長を除く議員23名で審議しました。
２日間の予算審査で審議項目は94項目でした。
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教育

　
育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
又
は
家
族
介
護
を
行
う

労
働
者
の
福
祉
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
子

の
看
護
休
暇
の
対
象
と
な
る
子
の
範
囲
を
拡
大
す
る
等
改

正
す
る
も
の
で
す
。

　
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

の
一
部
改
正
に
伴
い
、
家
庭
的
保
育
事
業
等
に
お
け
る
食

事
の
提
供
の
規
定
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

企画調整事務費
総務

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

条例

条例

　
国
の
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

を
活
用
し
、
各
事
業
を
実
施
す
る
た
め
、
21
億
５
，
４
２

１
万
６
千
円
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

補正

行政情報化推進事業

防災機能強化事業

Q

Q

A

A

空き家対策事業で、財産管理人制度の活用とは。
財産管理人制度は、裁判所が選任した財産管理人
がその財産の管理や処分行為を行う民法に規定さ
れている制度である。空き家の管理や売却、建物
の解体などの管理命令を目的として、市町村長が
地方裁判所や家庭裁判所に財産管理人選任申立て
を行うことで、管理人がおらず改善される見込み
もない不良状態にある空き家の解消を図ることが
できることになる。

渋沢栄一生誕185年記念イベントを、11月に展
開するということだが、なぜ11月の渋沢栄一翁
をしのぶ月に生誕を祝うイベントを行うのか。
令和7年は渋沢栄一翁の生誕185年の年に当た
り、これに合わせて本年1年間を通して栄一翁の
生誕をお祝いし、PRを行っていきたい。記念イ
ベントは栄一翁をしのぶことはもちろんだが、栄
一翁を活用し地域活性化を図ることも重要である
と考え、11月の大規模なイベントと連携して展
開していきたいと考えている。

空き家対策事業

渋沢栄一政策推進事業

Q

A

来年1月1日の市政施行20周年を祝う事業として
どのような事業を検討しているのか。
新市誕生から20周年を市民の方々と祝うため、
深谷市誕生20周年記念事業実施方針を定めた。
構成する事業としては、特別事業、冠事業、PR
事業を考えている。

Q

A

行政情報化推進事業で、生成AIを業務に活用する
ということだが、この内容は。
対話型生成AIと特定型生成AIの2種類の生成AIを
本導入する予定である。令和6年度に実証実験を
実施し、文章の要約等の点で非常に効果的といっ
た結果を得ている。

Q

A

防災士養成研修講座で、費用の個人負担はあるの
か。またこの実施会場は深谷市内か。
個人負担は求めておらず、無料で実施していく。
また、会場は深谷市内で実施していく予定である。

論語の里施設管理活用事業
Q
A
栄一記念館や中の家の入場料を徴収する考えは。
新一万円札の発行等で、栄一翁の名が全国に知れ
渡ったが、その功績は非常に幅が広く、引き続き
周知が必要である。入場料が無料であることでよ
り多くの方に各施設をご覧いただいており、現在
のところ各施設を有料化する予定はない。

小学校・中学校給食事業

いじめ・不登校対策事業

小学校教育活動推進事業

Q
A
小学校、中学校それぞれの食材費補助額は。
令和4年10月から給食費補助を実施している。
令和7年度の補助額は月額で小学生は1人当たり
950円、中学生は1,150円の補助となっている。

Q

Q

A

A

不登校児童に対する対応は。
令和5年度深谷市の不登校児童生徒の人数は小学
校38名、中学校165名であり、令和6年度はこ
の人数をさらに上回ることが予想される。このた
め、校内教育支援センター「アプローチルーム」
の全校設置、教育研究所内に校外教育支援セン
ターとして「いきいきスクール」、「いきいきナイ
トスクール」の設置に加え、今年8月にフリース
ペース「えがお」を設置した。

令和7年度は常盤小学校に民間プールを活用した
授業の実証実験を行うとあるが、小学校全体を対
象に行うことはあるのか。
令和4年度から、プールの老朽化が進んでいる岡
部地区の小学校でパティオを活用した水泳授業を
行っている。一方、パティオの利用校数には限り
があることをふまえ、令和7年度から次に老朽化
順位の高い常盤小学校にて民間プールを活用した
水泳授業を行う。従来の教員の指導に加え、イン
ストラクターによる専門的な指導によって、児童
の技能や学びに向かう力などがどのように変化す
るか、水泳授業の在り方についてさらに研究を進
めていこうと考える。

Q　

市
職
員
の
休
暇
の
現
状
は
。

A　

育
児
休
業
や
病
気
休
暇
な
ど
の
場
合
は
、
会
計
年
度
任

用
職
員
を
配
置
し
て
い
る
。
子
の
看
護
休
暇
等
は
、
時
間
単

位
、
日
単
位
で
休
暇
申
請
す
る
も
の
で
あ
り
、
職
員
の
補
充

は
行
わ
な
い
。
時
間
外
勤
務
の
制
限
も
同
様
で
あ
る
。
子
の

看
護
休
暇
の
取
得
状
況
は
一
般
職
を
例
に
す
る
と
、
令
和
2

年
の
総
取
得
者
数
が
80
人
、
1
人
当
た
り
の
平
均
取
得
日
数

が
3
日
で
、
令
和
6
年
度
は
総
取
得
者
数
が
1
2
6
人
、
平

均
習
得
日
数
は
3
．
9
日
で
、
増
加
傾
向
で
あ
る
。

Q　

条
例
改
正
に
よ
っ
て
変
わ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
か
。

A　

改
正
法
の
内
容
を
実
行
で
き
る
よ
う
、
例
規
規
定
を
整

え
る
。
改
正
後
、
雇
用
環
境
整
備
と
し
て
、
制
度
周
知
や
個

別
相
談
等
を
し
て
い
く
。
本
改
正
を
理
由
と
し
た
採
用
や
会

計
年
度
任
用
職
員
の
増
減
は
な
い
。

Q　

休
暇
取
得
者
が
増
加
傾
向
だ
が
、
対
応
で
き
な
い
場
合

は
ど
う
す
る
の
か
。

A　

現
状
は
厳
し
い
状
況
で
は
な
い
た
め
、
職
員
の
採
用
や

会
計
年
度
任
用
職
員
の
増
員
は
考
え
て
い
な
い
。

Q　

介
護
施
設
等
整
備
費
補
助
事
業
に
つ
い
て
、
当
初
か
ら

8
，
9
3
7
万
円
と
金
額
が
大
き
い
が
、
ど
の
く
ら
い
の
施

設
に
行
き
渡
る
も
の
な
の
か
。

A　

こ
の
事
業
は
、
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
た
高
齢
者
施

設
等
の
事
業
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

価
格
や
食
料
品
等
に
要
す
る
経
費
を
支
給
す
る
も
の
で
あ
る
。

補
助
内
容
に
つ
い
て
は
、
入
所
の
施
設
、
通
所
の
施
設
、
訪

問
系
の
施
設
の
3
種
類
に
分
か
れ
て
お
り
、
入
所
の
施
設
は

1
人
あ
た
り
1
万
6
，
9
0
0
円
で
4
，
0
1
0
人
、
通
所

の
施
設
は
1
事
業
所
あ
た
り
17
万
7
，
9
0
0
円
で
1
1
0

事
業
所
、
訪
問
系
の
施
設
は
1
事
業
所
あ
た
り
1
万
5
，
9

0 

0
円
で
1
2
3
事
業
所
と
し
て
算
出
し
た
。

Q　

農
業
施
策
推
進
事
業
に
お
け
る
肥
料
や
飼
料
の
購
入
費

に
関
わ
る
も
の
の
一
部
を
助
成
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
農
業

に
携
わ
る
方
は
、
肥
料
や
飼
料
は
安
い
時
に
ま
と
め
て
購
入

さ
れ
る
よ
う
だ
が
、
そ
の
時
期
が
過
ぎ
た
も
の
に
関
し
て
の

支
援
は
あ
る
の
か
。

A　

令
和
6
年
中
に
購
入
さ
れ
た
肥
料
及
び
、
飼
料
に
対
す

る
補
助
と
な
る
。

Q　

補
助
金
の
対
象
件
数
は
。

A　

対
象
者
は
、
令
和
6
年
12
月
末
で
、
認
定
農
業
者
が
4

2 

4
経
営
体
、
認
定
新
規
就
農
者
が
33
経
営
体
で
あ
る
。

Q　

地
域
通
貨
事
業
に
お
い
て
、
実
施
時
期
と
ポ
イ
ン
ト
還

元
率
は
。

A　

重
点
支
援
金
の
目
的
を
踏
ま
え
、
周
知
期
間
を
考
慮
し

な
が
ら
速
や
か
に
開
始
す
る
。
令
和
5
年
度
と
同
様
20
％
の

ポ
イ
ン
ト
還
元
率
を
予
定
し
て
い
る
。

Q　

資
格
の
取
扱
い
の
規
定
の
変
更
で「
栄
養
士
」が「
栄
養

士
及
び
管
理
栄
養
士
」に
な
る
と
の
事
だ
が
、
将
来
的
に
管

理
栄
養
士
の
働
き
方
に
つ
い
て
、
シ
ナ
ジ
ー
効
果
を
考
え
て

い
る
か
。

A　

今
回
、
管
理
栄
養
士
が
加
え
ら
れ
た
事
情
に
つ
い
て
は
、

地
方
分
権
一
括
法
の
中
で
、
地
方
か
ら
の
提
案
に
基
づ
き
、

管
理
栄
養
士
を
目
指
す
か
た
の
手
続
き
や
、
費
用
負
担
の
軽

減
、
県
の
栄
養
士
免
許
交
付
等
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
国
が

法
改
正
を
し
て
き
た
流
れ
の
中
で
、
本
条
例
に
関
す
る
改
定

が
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
下
水
道
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
公
共
下
水
道

に
排
除
さ
れ
る
下
水
の
水
質
の
基
準
に
関
す
る
規
定
を
改

正
す
る
も
の
で
す
。

下
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

条例
Q　

環
境
基
本
法
改
正
を
受
け
て
、
大
腸
菌
群
数
を
大
腸
菌

数
に
改
め
る
と
い
う
が
、
見
直
し
は
ど
の
よ
う
な
経
緯
か
。

A　

培
養
技
術
の
進
歩
に
よ
り
、
大
腸
菌
の
検
出
が
的
確
に

で
き
る
技
術
が
確
立
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
今
回
法
令
の
見
直

し
と
な
っ
た
。



人事案件・採決表

8

QA

市政への一般質問

9

映像は
こちらから

市政への一般質問

9

市政のここが聞きたい
議会のホームページから、議会の映像がご覧いただけます。

質 問 項 目 一 覧
〇柿澤　祐介…………………… P9
　・防犯のまちづくり
　・市民の安全

〇永田　勝彦………………… P10
　・市街化調整区域

〇小泉　誠…………………… P10
　・水道水の PFOS 及び PFOA
　・第２次深谷市公共施設適正配置計

画

〇清水　健一………………… P11
　・道路陥没の危険性
　・みんなで創る協働のまちづくり

〇田口　英夫………………… P11
　・下水サーベイランス
　・ラーケーション

〇山出　秀明………………… P12
　・高齢者支援
　・中仙道街路灯
　・都市計画

〇岡　　仁…………………… P12
　・道路整備
　・小中学校の統廃合

〇鈴木　三男………………… P16
　・マイナ保険証
　・国民健康保険被保険者証
　・特別療養費
　・マイナンバーカード

〇佐久間　奈々……………… P17
　・こども誰でも通園制度

〇村川　徳浩………………… P17
　・公共施設適正配置計画
　・中央土地区画整理事業
　・市内の交番と駐在所

〇八須　由憲………………… P18
　・活き活きシニア世代応援事業
　・認知症施策

〇小林　真…………………… P18
　・多様な自然環境を持つ景観を維持

するために
　・身近なことからできる子育て支援
　・誰もがいとしく思う中心市街地創造

〇髙田　博之………………… P19
　・深谷市誕生２０周年
　・深谷市のさらなる宣伝を

〇坂本　博…………………… P13
　・深谷まつり
　・児童の通学

〇繫　由香…………………… P13
　・市道の路面標示
　・子育て支援

〇五間　くみ子……………… P14
　・ＳＤＧｓの取組
　・ＳＤＧｓ未来都市計画達成に向け

た取組

〇富田　勝…………………… P14
　・施政方針

〇田島　秀興………………… P15
　・防災・災害対策

〇今井　慶一郎……………… P15
　・中央土地区画整理事業
　・ＧＩＧＡスクール推進事業

〇湯本　哲昭………………… P16
　・農業課題

（通告順）
スマートフォンなどをお持ちの方は、氏名の下のQRコードを専用
アプリで読み取ると、それぞれの録画映像がご覧いただけます。

〈『
市
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い
』の
記
事
は
質
問
者
本
人
が
執
筆
し
た
も
の
を
編
集
し
、
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。〉

会　派　名 深谷同志会 深和会 公明党 日本共産党 元氣会 小林ミルク
無
会
派 審

議
結
果

議  員  名

議  案  

田
島
　
秀
興

岡
　
　
　
仁

柿
澤
　
祐
介

福
島
　
秀
樹

今
井
慶
一
郎

湯
本
　
哲
昭

八
須
　
由
憲

清
水
　
健
一

田
口
　
英
夫

⻆
田
　
義
徳

富
田
　
　
勝

茂
木
　
一
郎

永
田
　
勝
彦

髙
田
　
博
之

坂
本
　
　
博

繫
　
　
由
香

五
間
く
み
子

佐
久
間
奈
々

鈴
木
　
三
男

山
出
　
秀
明

加
藤
　
利
江

小
林
　
　
真

村
川
　
徳
浩

小
泉
　
　
誠

令和７年度深谷市一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ × ○ 可決

全会一致とならなかった提出案件審議結果と各議員の賛否一覧

※議長は可否同数のみ採決に参加します。

【 〇：賛成、×：反対 】

議長
（※）

人
事
案
件
（
敬
称
略
）

◆市長提案

３月定例会に提出された議案と審議結果は次のとおりです。議案等の審議結果

柿
かき

澤
ざわ

祐
ゆう

介
すけ

防
災
行
政
無
線
等
に
よ
る
注
意
喚
起
を
実
施
し
て
い
る

防
犯
対
策
に
お
け
る
市
民
へ
の
啓
発
・
周
知
に
つ
い
て

Q　

見
守
り
防
犯
カ
メ
ラ
等
、
現
状
実
施

し
て
い
る
防
犯
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

A　

市
内
の
事
業
所
、
店
舗
に
ふ
か
や
見

守
り
カ
メ
ラ
と
し
て
ご
協
力
い
た
だ
い
て

い
る
ほ
か
、
自
治
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
中
心
に

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
、
青
パ
ト
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
に
よ
る
市
内
の
巡
回
な

ど
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
ま
た

「
こ
ど
も
1
1
0
番
の
家
・
車
」な
ど
の
取

組
を
複
合
的
に
行
う
な
ど
、
今
後
に
お
い

て
も
防
犯
対
策
を
推
進
し
て
い
く
。

●
市
民
の
安
全
に
つ
い
て

Q　

市
内
の
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細

動
器
）設
置
状
況
は
。

A　

令
和
6
年
7
月
現
在
、
市
内
公
共
施

設
1
0
6
施
設
に
1
1
9
台
設
置
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
各
公
共
施
設
で
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

動
作
確
認
や
使
用
期
限
が
あ
る
電
極
パ
ッ

ド
や
バ
ッ
テ
リ
ー
を
交
換
す
る
な
ど
の
維

持
管
理
を
実
施
し
て
い
る
。

Q　

ふ
か
や
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
伺
う
。

A　

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
場
所
を
素
早
く
確
認

で
き
る
よ
う
、
民
間
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
協
力
事
業

所
と
合
わ
せ
て
地
図
上
で
検
索
で
き
る

「
ふ
か
や
Ｍ
ａ
ｐ
」
を
掲
載
し
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
な
ど
か
ら
い
つ
で
も
設
置
場
所
の

確
認
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

Q　

Ａ
Ｅ
Ｄ
協
力
事
業
所
認
定
制
度
に
つ

い
て
伺
う
。

A　

事
業
所
な
ど
に「
Ａ
Ｅ
Ｄ
協
力
事
業

所
」で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
よ
う
、
ス
テ

ッ
カ
ー
の
表
示
証
を
掲
示
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
。
ま
た
令
和
7
年
2
月
現
在
、
消

防
施
設
な
ど
を
除
い
た
市
内
公
共
施
設
95

施
設
、
民
間
事
業
所
1
2
4
事
業
所
の
合

計
2
1
9
事
業
所
を
認
定
し
て
い
る
。

議案番号 件　　　名 審議結果

第12号 令和６年度深谷市一般会計補正予算（第８号） 可決

第13号 令和６年度深谷市後期高齢者医療特別会計補正
予算（第４号） 可決

第14号 令和６年度深谷市国済寺土地区画整理事業特別
会計補正予算（第２号） 可決

第15号 令和７年度深谷市一般会計予算 可決

第16号 令和７年度深谷市国民健康保険特別会計予算 可決

第17号 令和７年度深谷市後期高齢者医療特別会計予算 可決

第18号 令和７年度深谷市国済寺土地区画整理事業特別
会計予算 可決

第19号 令和７年度深谷市水道事業会計予算 可決

第20号 令和７年度深谷市下水道事業会計予算 可決

第21号 令和７年度深谷市一般会計補正予算（第１号） 可決

第22号 財産の無償貸付けについて 可決

第23号 令和６年度深谷市一般会計補正予算（第９号） 可決

第24号 深谷市行政監察員の委嘱につき同意を求めるこ
とについて 同意

第25号 深谷市公平委員会委員の選任につき同意を求め
ることについて 同意

第26号 深谷市固定資産評価審査委員会委員の選任につ
き同意を求めることについて 同意

第27号 深谷市教育委員会委員の任命につき同意を求め
ることについて 同意

報告番号 件　　　名 審議結果

第1号 専決処分の承認を求めることについて
（一般会計補正予算） 承認

議案番号 件　　　名 審議結果

第1号 深谷市職員の勤務時間、休日及び休暇に関する
条例の一部を改正する条例 可決

第2号 深谷市子ども・子育て会議条例の一部を改正す
る条例 可決

第3号 深谷市家庭的保育事業等の設備及び運営に関す
る基準を定める条例の一部を改正する条例 可決

第4号
深谷市農業集落排水処理事業受益者分担金条例
及び深谷市農業集落排水処理施設条例の一部を
改正する条例

可決

第5号 深谷市下水道条例の一部を改正する条例 可決

第6号 深谷市手数料条例の一部を改正する条例 可決

第7号 深谷市非常勤消防団員に係る退職報償金の支給
に関する条例の一部を改正する条例 可決

第8号 財産の取得について 可決

第9号 公の施設の相互利用に関する協議について 可決

第10号 市道路線の廃止について 可決

第11号 市道路線の認定について 可決

深
谷
市
行
政
監
察
員

丸ま
る

山や
ま　

博ひ
ろ

久ひ
さ

深
谷
市
公
平
委
員
会
委
員

脇わ
き

島し
ま　
　

正た
だ
し

深
谷
市
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
委
員

中な
か

野の　
　

拓た
く

深
谷
市
教
育
委
員
会
委
員

栗く
り

原は
ら　

孝た
か

子こ



Q Q

Q Q

　 　
A A

A A
ふ
か
や
市
議
会
だ
よ
り（
第
　
号　

平
成
28
年　

月　

日
発
行
）

ふ
か
や
市
議
会
だ
よ
り（
第
　
号　

平
成
28
年　

月　

日
発
行
）

市政への一般質問市政への一般質問

1011

映像は
こちらから

映像は
こちらから

映像は
こちらから

映像は
こちらから

Q　

ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
制
度
を
導
入
す
る

自
治
体
が
増
え
て
い
る
が
、
深
谷
市
と
し

て
の
認
識
は
。

A　

平
日
で
あ
っ
て
も
児
童
生
徒
を
欠
席

扱
い
と
せ
ず
、
保
護
者
等
と
と
も
に
学
校

外
で
体
験
や
学
習
活
動
を
す
る
ラ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
制
度
は
、
土
曜
日
や
日
曜
日
に
働

い
て
い
る
保
護
者
に
は
、
平
日
に
親
子
で

学
習
機
会
を
共
有
で
き
る
等
、
一
定
の
意

義
が
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。

Q　

ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
制
度
を
導
入
す
る

に
あ
た
っ
て
、
ど
ん
な
課
題
が
あ
る
か
。

A　

家
庭
の
状
況
等
に
よ
っ
て
、
制
度
の

利
用
に
差
が
生
じ
る
こ
と
や
制
度
を
適
正

に
運
用
す
る
た
め
の
事
務
負
担
が
増
え
る

こ
と
、
休
ん
だ
日
の
学
習
保
障
を
ど
の
よ

う
に
行
う
か
等
の
課
題
が
あ
る
。

Q　

深
谷
市
と
し
て
導
入
す
る
考
え
は
。

A　

家
庭
と
協
力
し
て
子
ど
も
た
ち
の
多

様
な
学
び
を
支
援
す
る
こ
と
は
大
変
重
要

で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。
他
自
治
体
の
先

行
事
例
や
こ
の
制
度
の
効
果
、
課
題
に
つ

い
て
さ
ら
に
研
究
を
深
め
て
い
く
。

●
下
水
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て

Q　

厚
生
労
働
省
で
下
水
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン

ス
（
感
染
症
流
行
予
測
調
査
事
業
）
を
実

施
し
た
が
、
そ
の
結
果
は
。

A　

事
業
の
有
効
性
は
あ
る
程
度
確
認
さ

れ
た
が
、
県
と
市
町
村
の
連
携
等
の
課
題

が
あ
り
、
実
用
化
に
は
ま
だ
至
ら
な
い
。

Q　

再
度
、
厚
生
労
働
省
で
実
施
す
る
場

合
、
深
谷
市
と
し
て
取
り
組
む
考
え
は
。

A　

こ
の
事
業
は
、
市
民
の
健
康
的
な
生

活
に
寄
与
す
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

公
募
が
開
始
さ
れ
た
ら
、
他
の
自
治
体
の

動
向
を
注
視
し
、
調
査
研
究
を
し
て
い
く
。

制
度
の
効
果
や
課
題
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
研
究
を
深
め
て
い
く

ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
制
度
を
導
入
す
る
考
え
は
な
い
か

田
た

口
ぐち

英
ひで

夫
お

清
し

水
みず

健
けん

一
いち

Q　

八
潮
市
で
起
き
た
事
故
現
場
の
下
水

道
管
は
、
使
用
開
始
か
ら
43
年
目
と
の
事

だ
が
、
本
市
の
老
朽
化
の
状
況
と
対
策
に

つ
い
て
聞
き
た
い
。

A　

下
水
道
管
の
総
延
長
約
5
4
0
㎞
の

う
ち
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
は
約
2
2
5
㎞

で
、
耐
用
年
数
の
50
年
を
経
過
す
る
も
の

は
約
1
．4
㎞
と
な
っ
て
い
る
が
、点
検
・

調
査
の
結
果
、
異
常
が
確
認
さ
れ
た
際
は
、

管
路
の
改
築
を
検
討
し
て
い
く
。

Q　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
管
は
、
硫
化
水

素
に
よ
っ
て
腐
食
し
や
す
い
。
市
内
に
お

け
る
管
径
6
0
0
㎜
以
下
の
ほ
と
ん
ど
が

塩
化
ビ
ニ
ー
ル
管
を
採
用
し
て
い
る
が
、

管
種
の
採
用
方
針
を
伺
う
。

A　

埋
設
条
件
や
使
用
条
件
等
へ
の
適
応

性
を
考
慮
し
、
施
工
性
及
び
経
済
性
を
含

め
て
検
討
し
て
採
用
し
て
い
る
。

●
子
ど
も
と
市
の
ま
ち
づ
く
り
協
働

事
業

Q　

先
進
地
で
は
、
市
が
作
成
し
た
防
災

避
難
マ
ッ
プ
を
も
と
に
、
子
ど
も
た
ち
が

実
際
に
歩
い
て
階
段
の
有
無
や
、
夜
間
に

照
明
灯
が
あ
る
か
な
ど
を
見
て
回
り
、
写

真
を
掲
載
し
た
冊
子
を
高
齢
者
施
設
や
保

育
園
な
ど
に
配
布
す
る
と
い
う
、
子
ど
も

提
案
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

事
業
は
市
民
の
助
け
に
な
っ
た
こ
と
も
当

然
だ
が
、
人
材
育
成
に
も
寄
与
で
き
る
事

業
と
思
う
が
考
え
を
聞
き
た
い
。

A　

現
在
、
市
の
イ
ベ
ン
ト
で
深
谷
市
ジ

ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
の
子
ど
も
た

ち
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
て
頂

い
て
い
る
が
、
ま
ち
づ
く
り
に
熱
心
な
市

民
大
学
関
係
者
の
方
々
を
含
め
て
、
良
い

仕
組
み
づ
く
り
を
調
査
研
究
し
て
い
く
。

緊
急
点
検
の
結
果
、
異
常
は
見
ら
れ
な
か
っ
た

下
水
道
管
破
損
に
よ
る
道
路
陥
没
の
危
険
性
は
な
い
か

小
こ

泉
いずみ

　 誠
まこと

令
和
８
年
度
以
降
に
解
体
撤
去
す
る
予
定

わ
ん
ぱ
く
ラ
ン
ド
は
ど
う
な
る
の
か

Q　

わ
ん
ぱ
く
ラ
ン
ド
は
、「
機
能
面
＝

集
約
化
、
建
物
面
＝
廃
止
」と
あ
る
。
具

体
的
に
は
ど
う
な
る
の
か
。

A　

わ
ん
ぱ
く
ラ
ン
ド
は
、「
テ
ラ
ス
パ

ー
ク
」や「
こ
ど
も
館
」へ
機
能
を
集
約
し
、

令
和
7
年
度
で
条
例
を
廃
止
し
、
令
和
8

年
度
以
降
に
解
体
撤
去
す
る
予
定
。

Q　

わ
ん
ぱ
く
ラ
ン
ド
は
今
後
も
存
続
さ

せ
る
。
川
本
サ
ン
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
は
一

般
公
園
と
し
、
遊
具
は
わ
ん
ぱ
く
ラ
ン
ド

に
集
約
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
現
在
の
両

施
設
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
と

思
う
が
、
検
討
の
余
地
は
な
い
か
。

A　

わ
ん
ぱ
く
ラ
ン
ド
は
、
施
設
の
老
朽

化
が
進
行
す
る
中
、
施
設
改
修
な
ど
に
よ

り
財
政
負
担
が
更
に
見
込
ま
れ
る
こ
と
か

ら
、
機
能
面
で
の
集
約
を
進
め
る
。
川
本

サ
ン
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
は
令
和
14
年
ま
で

に
廃
止
と
い
う
方
針
で
、
一
般
公
園
と
し

て
残
す
と
い
う
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

●
皿
沼
浄
水
場
の
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
及
び
Ｐ

Ｆ
Ｏ
Ａ
は

Q　

皿
沼
浄
水
場
第
19
号
水
源
の
Ｐ
Ｆ
Ｏ

Ｓ
及
び
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
は
、
令
和
6
年
7
月
は

31　

／
Ｌ
で
あ
っ
た
が
、
最
新
の
測
定
結

果
は
。

A　

令
和
7
年
1
月
14
日
採
水
の
測
定
結

果
は
26　

／
Ｌ
で
あ
っ
た
。

Q　

第
19
号
水
源
で
は
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
及
び

Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
を
除
去
し
て
い
る
の
か
。

A　

皿
沼
浄
水
場
で
は
7
カ
所
の
自
己
水

源
と
県
水
を
混
合
し
、
目
標
値
50　

／
Ｌ

を
大
き
く
下
回
る
よ
う
管
理
し
て
い
る
。

Q　

目
標
値
50　

／
Ｌ
以
下
で
あ
っ
て
も
、

有
害
化
学
物
質
汚
染
さ
れ
て
い
る
こ
と
は

事
実
で
あ
る
。19
号
水
源
を
休
止
し
て
、他

の
休
止
中
の
井
戸
か
ら
取
水
で
き
な
い
か
。

A　

第
19
号
水
源
は
今
後
も
活
用
し
て
い

く
。

永
なが

田
た

勝
かつ

彦
ひこ

今
後
も
都
市
計
画
法
第
34
条
に
基
づ
く
土
地
利
用
を
誘
導
す
る

市
街
化
調
整
区
域
の
土
地
の
有
効
活
用
を
促
進
し
て
は
ど
う
か

Q　

市
街
化
調
整
区
域
に
地
区
計
画
を
指

定
し
て
土
地
の
有
効
活
用
を
促
進
し
た
い
。

昭
和
43
年
の
都
市
計
画
法
の
公
布
以
来
、

本
市
の
全
体
面
積
の
約
7
割
が
市
街
化
調

整
区
域
と
な
っ
て
い
る
。
時
も
変
わ
り
、

農
地
の
担
い
手
も
不
足
が
ち
で
休
耕
地
も

有
る
。
そ
こ
で
調
整
区
域
を
有
効
活
用
す

る
た
め
、
住
宅
や
事
業
所
の
誘
導
を
図
っ

て
は
い
か
が
か
。

A　
「
地
区
計
画
」は
、
無
秩
序
な
開
発
が

生
じ
て
い
る
区
域
な
ど
に
つ
い
て
、
住
民

の
合
意
に
基
づ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の

特
性
に
ふ
さ
わ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
誘
導

す
る
た
め
の
計
画
で
あ
り
、「
市
街
化
調

整
区
域
」は
、
市
街
化
を
抑
制
す
べ
き
区

域
で
、
都
市
計
画
法
第
34
条
の
立
地
基
準

な
ど
、
特
定
の
条
件
を
満
た
す
場
合
に
限

り
開
発
が
許
可
さ
れ
る
区
域
で
あ
る
。
本

市
で
は
、
岡
部
地
区
及
び
川
本
地
区
に
分

譲
住
宅
や
共
同
住
宅
等
が
立
地
可
能
な
11

号
区
域
や
川
本
地
区
に
商
業
施
設
や
工
場

等
が
立
地
可
能
な
産
業
系
12
号
区
域
を
指

定
し
て
い
る
。

　

ご
質
問
の
市
街
化
調
整
区
域
に
お
け
る

「
地
区
計
画
」指
定
に
よ
る
土
地
の
有
効
活

用
の
促
進
に
つ
い
て
は
、
社
会
全
体
及
び

本
市
に
お
い
て
も
人
口
減
少
が
見
込
ま
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
と
し
て
コ
ン
パ
ク

ト
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
る
状
況

で
あ
り
、
埼
玉
県
と
の
協
議
や
農
林
調
整

が
大
変
難
し
い
状
況
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
こ
と
か
ら
、
本
市
の
市
街
化
調
整
区
域

に
お
い
て
は
、
引
き
続
き
都
市
計
画
法
第

34
条
に
基
づ
く
土
地
利
用
を
誘
導
し
て
い

く
。

ng

ng

ng

ng
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Q　

路
面
の
白
線
標
示
に
お
い
て
、
市
が

管
轄
し
て
い
る
主
な
も
の
は
何
か
。

A　
「
外
側
線
」や「
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
」な

ど
、
道
路
法
に
基
づ
く
も
の
は
市
が
管
理

す
る
。
ま
た「
一
時
停
止
線
」や「
横
断
歩

道
」な
ど
、
道
路
交
通
法
に
基
づ
く
も
の

は
警
察
の
管
理
と
な
る
。

Q　

市
道
の
路
面
標
示
の
修
繕
に
対
し
、

優
先
順
位
の
目
安
は
。

A　

重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
所
や
、

危
険
性
の
高
い
場
所
は
優
先
的
に
実
施
し

て
い
る
。
ま
た
、
令
和
6
年
度
は
、
新
設

予
算
を
増
額
し
て
対
応
し
て
い
る
。

●
搾
乳
し
や
す
い
環
境
整
備
に
つ
い

てQ　

子
育
て
支
援
と
し
て
、
本
市
の
公
共

施
設
に
お
い
て
も
、
搾
乳
し
や
す
い
環
境

を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
。
市
の
見
解
は
。

A　

県
よ
り「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」に
お
い
て

搾
乳
も
で
き
る
旨
を
表
示
す
る
様
、
協
力

依
頼
が
あ
っ
た
。「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」ま
た

本
市
独
自
の「
赤
ち
ゃ
ん
Ｓ
Ａ（
ス
マ
イ
ル

エ
リ
ア
）」に
該
当
す
る
公
共
施
設
の
表
示

の
調
整
を
進
め
て
い
る
。

Q　

ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
っ
て
い
る
公
共
施

設
数
は
。
ま
た
、
環
境
整
備
が
ス
タ
ー
ト

し
て
か
ら
16
年
程
度
経
過
し
て
い
る
が
、

ス
テ
ッ
カ
ー
の
劣
化
に
対
し
て
の
対
応
は
。

A　

28
施
設
で
あ
る
。
劣
化
に
つ
い
て
は
、

各
施
設
に
て
再
作
成
し
て
い
る
が
担
当
課

で
対
応
は
可
能
で
あ
る
。

Q　

搾
乳
で
き
る
旨
の
表
示
と
し
て
、
明

瞭
な
マ
ー
ク
を
採
用
出
来
な
い
か
。

A　

県
の
依
頼
に
基
づ
き
、
現
在
、
文
言

を
追
加
し
て
い
る
が
、
ご
提
案
の
マ
ー
ク

の
採
用
に
つ
い
て
も
、
県
の
方
針
を
踏
ま

え
つ
つ
、
参
考
に
し
て
い
き
た
い
。

繫
つなぎ

　 由
ゆ

香
か

市
職
員
の
巡
視
、
地
域
要
望
、
警
察
な
ど
か
ら
で
あ
る

路
面
標
示
修
繕
に
つ
い
て
、
情
報
収
集
の
方
法
は

坂
さか

本
もと

　 博
ひろし

Q　

児
童
の
登
下
校
時
の
暑
さ
対
策
を
中

長
期
的
に
検
討
さ
れ
て
い
る
か
。

A　

現
在
、
児
童
が
登
下
校
す
る
際
に
、

一
時
的
に
涼
し
い
場
所
で
体
を
休
め
た
り
、

水
分
補
給
が
出
来
た
り
す
る
場
所
を「
ク

ー
ル
ス
ポ
ッ
ト
」と
し
て
個
人
商
店
や
子

ど
も
1
1
0
番
の
家
等
に
設
置
し
て
い
る

学
校
が
あ
り
、
こ
の
取
組
を
拡
充
す
る
こ

と
を
検
討
し
て
い
る
。

Q　

通
学
路
が
、
道
路
工
事
や
雑
草
等
で

危
険
な
状
態
に
な
っ
た
場
合
の
対
策
は
。

A　

道
路
工
事
は
、
受
注
者
が
警
察
に
申

請
し
、
警
察
か
ら
は
、
工
事
区
域
周
辺
へ

の
交
通
誘
導
員
の
配
置
や
迂
回
路
を
設
定

す
る
よ
う
指
導
が
行
わ
れ
る
。
な
お
、
対

象
と
な
る
学
校
で
は
、
対
象
通
学
路
を
通

る
児
童
に
対
し
て
、
注
意
喚
起
を
行
っ
て

い
る
。
ま
た
、
雑
草
の
繁
茂
に
つ
い
て
は
、

連
絡
が
あ
れ
ば
、
市
の
関
係
部
局
に
お
い

て
、
随
時
必
要
に
応
じ
て
除
草
等
の
対
応

を
し
て
い
る
。

Q　

見
守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
な
り
手
減

少
に
対
す
る
対
策
は
。

A　

近
年
、
担
い
手
の
高
齢
化
が
進
み
、

活
動
の
継
続
性
が
課
題
で
あ
る
が
、
学
校

運
営
協
議
会
を
通
じ
て
市
内
小
学
校
で
の

「
朝
散
歩
」、「
お
迎
え
散
歩
」な
ど
の
事
例

を
参
考
に
、
継
続
可
能
な
手
段
を
検
討
す

る
よ
う
校
長
会
を
通
し
て
各
学
校
に
働
き

か
け
を
し
て
い
く
。

Q　

見
守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
か
た
が
事

故
に
あ
わ
れ
た
場
合
の
保
証
は
。

A　

日
本
Ｐ
Ｃ
Ａ
教
育
振
興
会
の
学
校
支

援
者
保
証
制
度
に
各
学
校
が
加
入
し
て
お

り
、
偶
然
の
事
故
に
よ
る
本
人
の
怪
我
、

他
人
の
身
体
・
生
命
へ
の
損
害
、
財
物
の

損
壊
が
補
償
さ
れ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

「
ク
ー
ル
ス
ポ
ッ
ト
」
の
拡
充
を
検
討
し
て
い
る

夏
季
の
期
間
に
お
け
る
児
童
の
登
下
校
時
の
暑
さ
対
策
は

Q　

工
事
完
成
後
は
県
道
と
な
り
、
高
低

差
は
有
る
が
、
全
て
開
発
可
能
か
。

A　

秩
父
鉄
道
の
北
側
は
市
街
化
調
整
区

域
で
、
新
た
に
県
道
に
面
す
る
土
地
に
つ

い
て
は
、
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の
沿
道
サ
ー
ビ

ス
の
店
舗
等
が
開
発
可
能
と
な
る
。
た
だ

し
、
直
接
県
道
か
ら
の
出
入
り
が
で
き
な

い
立
体
交
差
部
に
つ
い
て
は
、
沿
道
サ
ー

ビ
ス
店
舗
の
開
発
は
で
き
な
い
。

Q　

上
原
地
域
の
交
差
点
か
ら
仙
元
山
方

面
へ
の
道
路
拡
張
工
事
も
行
っ
て
い
る
が
、

同
様
の
沿
道
サ
ー
ビ
ス
店
舗
の
開
発
が
出

来
る
か
。

A　

上
原
地
域
の
交
差
点
か
ら
藤
沢
小
学

校
へ
抜
け
る
道
は
市
道
の
為
、
道
路
幅
が

12
ｍ
以
上
で
あ
れ
ば
同
様
の
対
応
が
出
来

る
が
、
現
状
道
路
幅
が
10
ｍ
の
た
め
対
象

外
と
な
る
。

●
小
中
学
校
の
統
廃
合
に
つ
い
て

Q　

近
年
少
子
化
に
よ
る
小
中
学
校
の
統

廃
合
が
近
隣
の
自
治
体
で
も
行
わ
れ
て
い

る
が
、
深
谷
市
は
今
後
小
中
学
校
統
廃
合

対
応
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

A　

大
き
な
課
題
と
認
識
し
て
い
る
が
、

方
針
等
の
策
定
に
至
っ
て
い
な
い
。
市
内

の
出
生
者
数
や
住
民
基
本
台
帳
の
人
数
等

を
注
視
し
な
が
ら
方
針
等
策
定
の
時
期
を

見
極
め
る
。
今
後
、
保
護
者
や
地
域
の
意

見
も
聞
き
な
が
ら
児
童
生
徒
に
よ
り
良
い

環
境
を
提
供
で
き
る
よ
う
進
め
て
い
く
。

岡
おか

仁
ひとし

本
年
２
月
着
工
で
随
時
県
か
ら
地
元
に
対
し
て
説
明
会
を
行
う

秩
父
鉄
道
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
工
事
の
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

山
やま

出
で

秀
ひで

明
あき

順
次
、
建
物
の
移
転
及
び
道
路
整
備
を
進
め
て
い
る

中
央
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て

Q　

本
事
業
を
早
く
進
め
る
考
え
は
あ
る

の
か
。

A　

中
央
地
区
は
、
既
成
市
街
地
で
住
宅

地
が
密
集
し
て
お
り
、
事
業
が
思
う
よ
う

に
進
め
ら
れ
な
い
。
先
進
地
の
事
例
な
ど

を
参
考
に
、
調
査
・
研
究
し
て
い
く
。

●
高
齢
者
支
援
に
つ
い
て

Q　

高
齢
者
対
象
の
シ
ニ
ア
パ
ス
ポ
ー
ト

を
導
入
で
き
な
い
か
。

A　

さ
い
た
ま
市
、
秩
父
市
、
東
松
山
市

に
加
え
、
令
和
5
年
12
月
か
ら
上
尾
市
が

同
様
の
事
業
を
開
始
し
て
い
る
。
群
馬
県

や
さ
い
た
ま
市
に
実
施
状
況
を
確
認
し
た

と
こ
ろ
、
ど
こ
も
協
賛
店
の
確
保
に
苦
慮

し
て
い
る
。
一
方
、
埼
玉
県
が
実
施
し
て

い
る
プ
ラ
チ
ナ
・
サ
ポ
ー
ト
・
シ
ョ
ッ
プ

や
深
谷
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
る
ふ
か
ま
る
マ
ッ
プ
は
店
舗
数
が
徐
々

に
増
え
て
お
り
、
こ
ち
ら
を
優
先
し
シ
ニ

ア
パ
ス
ポ
ー
ト
の
導
入
は
考
え
て
い
な
い
。

Q　

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
サ
ポ
ー
ト
を
導
入
で

き
な
い
か
。

A　

い
わ
ゆ
る
終
活
相
談
は
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
や
市
役
所
の
長
寿
福
祉
課
、

ふ
く
し
の
窓
口
で
随
時
受
け
付
け
て
い
る
。

●
中
仙
道
街
路
灯
に
つ
い
て

Q　

中
仙
道
商
店
街
の
街
路
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
で
き
な
い
か
。

A　

市
は
維
持
管
理
経
費
の
補
助
で
支
援

し
て
い
る
。
修
繕
お
よ
び
電
球
の
交
換
は

1
灯
あ
た
り
経
費
の
2
分
の
1
以
内
、
上

限
6
万
円
。
電
気
代
は
1
灯
あ
た
り
2
分

の
1
以
内
、
月
額
上
限
7
0
0
円
。
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
に
関
し
て
は
現
状
復
帰
で
は
な
く
バ

ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
と
な
る
た
め
対
象
外
。

神奈川県ホームページより
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今
いま

井
い

慶
けい

一
いち

郎
ろう

Q　

事
業
の
延
伸
で
、
世
間
の
モ
ノ
の
見

方
・
考
え
方
も
様
変
し
て
い
る
。
例
え
ば

「
七
ツ
梅
」や
レ
ン
ガ
建
造
物
、
渋
沢
栄
一

の
歴
史
に
繋
が
る
物
品
等
、
私
的
所
有
の

歴
史
的
な
モ
ノ
が
移
転
に
伴
い
無
く
な
っ

て
し
ま
う
が
、
こ
れ
ら
を
行
政
・
市
民
・

企
業
と
協
議
の
上
、
価
値
の
見
直
し
や
保

存
へ
の
取
組
等
丁
寧
な
対
応
を
行
う
こ
と

が
、
世
情
に
沿
っ
た
本
事
業
の
取
組
だ
と

思
う
が
。

A　

区
域
内
に
は
、
市
の
指
定
文
化
財
で

あ
る「
深
谷
本
陣
遺
構
」を
は
じ
め
、
明
治
、

大
正
時
代
に
建
築
さ
れ
た
、
レ
ン
ガ
造
り

の
建
物
等
に
つ
い
て
は
、
関
係
部
署
と
も

情
報
を
共
有
し
な
が
ら
、
権
利
者
の
意
向

に
沿
っ
て
慎
重
に
進
め
て
い
る
。

Q　

ス
ム
ー
ス
な
事
業
の
遂
行
に
向
け
て
、

組
合
に
準
ず
る
組
織
つ
く
り
や
民
間
不
動

産
業
者
へ
の
移
転
交
渉
の
委
託
等
が
必
要

で
は
な
い
か
。

A　

以
前
は
、
権
利
者
に
対
し
て
地
域
に

精
通
し
た
市
職
員
Ｏ
Ｂ
を
活
用
し
て
、
職

員
と
随
行
し
て
移
転
交
渉
を
行
っ
て
い
た
。

今
後
も
職
員
対
応
に
よ
る
移
転
交
渉
を
行

っ
て
い
く
が
、
コ
ン
サ
ル
等
Ｏ
Ｂ
の
採
用

や
、
コ
ン
サ
ル
ヘ
の
委
託
な
ど
の
民
間
の

活
用
を
含
め
、
さ
ら
な
る
事
業
の
推
進
を

図
る
こ
と
が
で
き
る
取
組
に
つ
い
て
、
調

査
研
究
す
る
。

市
の
指
定
文
化
財
「
深
谷
本
陣
」
等
の
対
応
は
慎
重
に
行
う

中
央
土
地
区
画
整
理
事
業
で
世
情
に
見
合
っ
た
取
組
を
望
む

田
た

島
じま

秀
ひで

興
おき

５
年
間
で
１
０
９
事
業
者
か
ら
80
事
業
者
に
、
年
々
減
少

市
内
の
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
の
数
の
推
移
は
い
か
が
か

Q　

施
政
方
針
で
は
、
安
心
・
安
全
の
ま

ち
づ
く
り
が
第
一
と
表
明
し
た
。
具
体
的

施
策
は
ど
う
な
の
か
。

A　

地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
防
災

士
を
全
自
治
会
に
配
置
で
き
る
よ
う
、
養

成
機
関
の
認
定
を
市
が
受
け
て
講
座
や
試

験
を
実
施
し
て
、
資
格
取
得
者
の
拡
充
を

図
っ
て
い
く
。

Q　

防
犯
対
策
は
ど
う
な
の
か
。

A　

防
犯
カ
メ
ラ
等
を
購
入
設
置
し
た
高

齢
者
世
帯
に
対
し
、
実
支
出
額
の
2
分
の

1
、
上
限
1
万
ネ
ギ
ー
を
補
助
金
と
し
て

補
助
し
て
い
く
。

●
環
境
対
策
に
つ
い
て

Q　

ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
の
被
害
木

の
伐
採
の
補
助
制
度
に
つ
い
て
。

A　

対
象
者
は
市
内
の
土
地
に
あ
る
被
害

木
を
所
有
、
又
は
管
理
す
る
個
人
、
法
人

及
び
自
治
会
な
ど
の
団
体
で
、
費
用
の
2

分
の
1
で
5
万
円
が
上
限
と
な
っ
て
い
る
。

●
道
路
整
備
に
つ
い
て

Q　

未
改
良
区
間
の
道
路
整
備
は
ど
の
よ

う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

A　

自
治
会
要
望
の
道
路
に
関
し
て
は
今

ま
で
と
同
様
規
模
程
度
を
予
定
し
て
お
り

限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
少
し
で
も
多
く
の

要
望
に
応
え
て
ま
い
り
た
い
。

Q　

県
道
花
園
本
庄
線
に
つ
い
て
は
。

A　

県
道
62
号
（
深
谷
寄
居
線
）
北
の
武

蔵
野
工
区
バ
イ
パ
ス
区
間
で
は
今
年
度
地

質
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
現
道
の
拡
幅
区

間
の
工
事
進
捗
状
況
を
踏
ま
え
検
討
し
て

い
る
が
、
具
体
的
時
期
に
つ
い
て
は
、
ま

だ
わ
か
ら
な
い
と
県
か
ら
聞
い
て
い
る
。

富
とみ

田
た

　 勝
まさる

栄
一
翁
関
連
事
業
と
関
連
付
け
て
実
施
し
て
い
く

施
政
方
針
で
表
明
し
た
合
併
20
周
年
事
業
と
は

Q　

自
治
体
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
に
あ
た
っ

て
、
総
合
計
画
な
ど
複
数
の
計
画
を
連
動

さ
せ
て
い
る
が
、
ど
う
効
果
的
な
の
か
。

A　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
原
動
力
と
し
た
地
方
創

生
を
推
進
す
る
に
あ
た
り
、
第
2
次
深
谷

市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
で
は
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
17
の
ゴ
ー
ル
と
各
種
施
策
の
取
組

と
を
関
連
付
け
て
策
定
し
た
。
令
和
5
年
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
に
選
定
さ
れ
、
そ
の

際
策
定
し
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
計
画
で

は
、
後
期
基
本
計
画
の
主
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
に
資
す
る
取
組
」

と
位
置
づ
け
た
。
埼
玉
版
ス
ー
パ
ー
・
シ

テ
ィ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
総
合
計
画
と

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
計
画
と
整
合
し
た
深

谷
市
地
域
ま
ち
づ
く
り
計
画
を
策
定
し
、

そ
れ
ら
は
、
ど
れ
も
主
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
取
組
を
軸
と
し
た
も
の
で
、
各
計
画
の

進
捗
管
理
、
効
果
検
証
等
、
効
果
的
か
つ
、

よ
り
多
角
的
な
視
点
で
実
施
し
て
い
る
現

状
で
あ
る
。

Q　

渋
沢
栄
一
翁
の
理
念
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

関
係
性
は
わ
か
る
が
、
地
域
通
貨
ネ
ギ
ー

が
本
市
の
独
自
性
を
高
め
る
と
は
。

A　

地
域
通
貨
ネ
ギ
ー
を
利
用
し
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
自
律
的
好
循
環
を
図
る
仕
組
み
を

作
る
こ
と
が
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に

つ
な
が
る
。
す
で
に
実
施
の
ネ
ギ
ー
チ
ャ

レ
ン
ジ
や
ネ
ギ
ー
ウ
イ
ル
は
、
市
民
の
行

動
変
容
を
促
し
、
地
域
課
題
解
決
に
つ
な

げ
る
取
組
で
あ
る
。

Q　

ネ
ギ
ー
の
活
用
が
、
地
域
課
題
解
決

に
有
効
で
あ
る
こ
と
を
も
っ
と
市
民
へ
ア

ピ
ー
ル
し
、
活
用
策
を
探
っ
て
は
。

A　

ネ
ギ
ー
の
活
用
の
可
能
性
に
つ
い
て

さ
ら
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

五
ご

間
ま

くみ子
こ

本
市
の
特
色
を
生
か
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
を
図
る

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
に
地
域
通
貨
ネ
ギ
ー
を
活
用
し
て
は

市民との対話が事業の早期完了に繋がります。

Q　

水
道
工
・
熟
練
工
の
減
少
に
つ
い
て
、

市
は
、
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

A　

国
や
建
設
業
界
の
動
向
を
見
な
が
ら
、

技
術
者
の
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
ら
れ
る

よ
う
、
水
道
事
業
全
体
の
問
題
と
し
て
捉

え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
技
術
力
の
維
持
向
上
及
び
技
術
継

承
の
た
め
、
市
内
の
指
定
給
水
装
置
工
事

店
事
業
者
を
対
象
に
、
配
管
実
技
研
修
や

耐
震
管
技
術
講
習
会
を
開
催
し
て
い
る
。

Q　

水
道
事
業
で
は
、
Ａ
Ｉ
技
術
の
導
入

が
進
ん
で
き
て
い
る
が
、
本
市
で
は
Ａ
Ｉ

技
術
の
導
入
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

A　

令
和
7
年
度
か
ら
管
路
情
報
シ
ス
テ

ム
の
更
新
に
合
わ
せ
、
Ａ
Ｉ
技
術
を
活
用

し
た
管
路
診
断
な
ど
の
技
術
の
導
入
に
む

け
検
討
を
進
め
て
い
く
。

Q　

水
道
工
事
後
の
舗
装
が
大
き
く
下
が

っ
た
場
合
、
管
の
調
査
は
し
て
い
る
か
。

A　

漏
水
調
査
を
実
施
し
、
そ
の
調
査
を

ふ
ま
え
、
必
要
に
応
じ
て
試
験
堀
を
行
い
、

直
接
、
水
道
管
の
状
況
を
確
認
す
る
な
ど

し
て
必
要
な
対
策
を
講
じ
て
い
く
。

Q　

他
の
地
域
で
発
生
し
た
大
規
模
災
害

で
の
1
1
9
番
通
報
の
状
況
や
消
火
活
動

に
お
け
る
障
害
に
つ
い
て
伺
う
。

A　

能
登
半
島
地
震
で
は
、
1
1
9
番
通

報
が
多
数
入
電
し
、
半
数
ほ
ど
し
か
対
応

で
き
な
い
状
況
と
な
っ
た
ほ
か
、
断
水
や

建
物
倒
壊
に
よ
り
、
消
火
栓
や
防
火
水
槽

が
使
用
不
能
と
な
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
1
1
9
番
通
報

多
数
入
電
時
の
対
応
要
領
に
つ
い
て
の
調

査
研
究
や
消
防
水
利
の
確
保
が
困
難
な
場

合
に
備
え
た
各
種
訓
練
を
実
施
し
、
消
防

活
動
が
迅
速
に
行
え
る
よ
う
努
め
て
い
る
。



Q Q

Q Q

A A

A A
ふ
か
や
市
議
会
だ
よ
り（
第
　
号　

平
成
28
年　

月　

日
発
行
）

ふ
か
や
市
議
会
だ
よ
り（
第
　
号　

平
成
28
年　

月　

日
発
行
）

市政への一般質問市政への一般質問

1617

映像は
こちらから

映像は
こちらから

映像は
こちらから

映像は
こちらから

湯
ゆ

本
もと

哲
てつ

昭
あき

村
ミ ル ク

川 徳
お や じ

浩

地
域
で
設
置
要
望
が
あ
れ
ば
、
協
力
し
て
い
く

交
番
や
駐
在
所
が
な
い
地
域
が
あ
る
が
、
市
は
ど
う
考
え
る
か

Q　
『
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
』が
令
和

8
年
度
か
ら
全
国
で
本
格
実
施
さ
れ
る
が
、

今
後
の
流
れ
に
つ
い
て
伺
う
。

A　
『
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
』は
、
生

後
6
か
月
か
ら
満
3
歳
未
満
で
、
保
育
所

な
ど
に
通
っ
て
い
な
い
子
ど
も
を
対
象
に

月
一
定
時
間
、
保
育
園
等
に
預
け
る
こ
と

が
で
き
る
制
度
で
あ
る
。
令
和
7
年
度
中

に
新
た
な
条
例
制
定
と
、
事
業
実
施
す
る

事
業
者
の
認
可
を
行
う
。

Q　

一
人
当
り
、
月
の
利
用
上
限
時
間
は
。

A　

ま
だ
国
か
ら
は
具
体
的
に
は
示
さ
れ

て
い
な
い
。

Q　

現
行
の
保
育
を
行
う
に
も
職
員
確
保

が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
本
制

度
の
職
員
確
保
に
つ
い
て
国
は
ど
の
よ
う

に
説
明
し
て
い
る
か
。

A　

現
在
の
と
こ
ろ
、
特
に
説
明
は
な
い
。

Q　

居
住
地
以
外
の
市
町
村
の
施
設
も
利

用
が
可
能
と
な
る
。
以
前
こ
ど
も
家
庭
庁

の
職
員
も
観
光
地
の
あ
る
自
治
体
の
施
設

に
予
約
が
殺
到
す
る
事
が
懸
念
事
項
で
あ

る
と
話
し
て
い
た
。
居
住
地
以
外
の
利
用

の
必
要
性
と
そ
の
問
題
に
つ
い
て
伺
う
。

A　

制
度
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ
に
よ
る
と
市

町
村
を
超
え
た
利
用
を
認
め
る
場
合
は
、

自
治
体
間
で
協
定
を
結
び
、
実
施
方
法
を

決
定
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
本
市
と
し
て
は
、
保
護
者
の
都

合
の
み
で
、
子
ど
も
を
一
時
的
に
居
住
地

以
外
の
事
業
所
に
預
け
る
こ
と
は
、
制
度

本
来
の
趣
旨
で
あ
る「
こ
ど
も
の
育
ち
」の

観
点
か
ら
す
る
と
疑
問
が
残
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。
な
お
、
現
時
点
で
は
、
令
和

8
年
度
の
運
用
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
示

さ
れ
て
い
な
い
が
、
令
和
7
年
度
の
実
績

に
よ
り
判
断
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

佐
さ

久
く

間
ま

奈
な

々
な

令
和
７
年
度
中
に
新
た
な
条
例
制
定
と
事
業
者
認
可
を
行
う

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
実
施
の
流
れ
に
つ
い
て
伺
う

鈴
すず

木
き

三
みつ

男
お

法
に
基
づ
き
運
用
し
て
い
る
の
で
市
独
自
で
発
行
で
き
な
い

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
証
の
新
規
発
行
を
復
活
す
べ
き
で
は

地
域
計
画
を
推
進
し
地
域
の
農
業
経
営
体
と
の
調
整
を
は
か
る

本
市
の
農
業
課
題
解
決
に
つ
い
て

新耐震の基準を満たす旧川本保健センター

Q　

昨
年
12
月
に
国
保
の
被
保
険
者
証
の

新
規
発
行
が
停
止
さ
れ
た
が
、
マ
イ
ナ
保

険
証
の
利
用
状
況
は
ど
う
か
。

A　

市
国
保
の
マ
イ
ナ
保
険
証
利
用
率
は
、

令
和
6
年
12
月
で
33
．
7
％
。
利
用
登
録

率
は
61
．
4
％
。
登
録
解
除
は
2
月
末
ま

で
の
4
か
月
間
で
39
件
あ
っ
た
が
、
マ
イ

ナ
保
険
証
の
利
用
は
広
が
っ
て
い
る
。

Q　

マ
イ
ナ
保
険
証
の
有
効
期
限
が
切
れ

て
も
病
院
で
受
診
で
き
る
の
か
。

A　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
自
体
や
電
子

証
明
書
の
有
効
期
限
か
ら
3
か
月
経
過
す

る
ま
で
は
利
用
で
き
る
。
3
か
月
過
ぎ
る

と
利
用
で
き
な
く
な
る
た
め
、
有
効
な
被

保
険
者
証
未
保
持
者
に
は
申
請
な
し
で
市

か
ら
資
格
確
認
書
を
送
付
す
る
。

Q　

そ
も
そ
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

取
得
は
任
意
で
あ
り
、
健
康
保
険
証
と
し

て
の
登
録
も
任
意
。
利
用
も
任
意
。
な
の

に
な
ぜ
被
保
険
者
証
を
廃
止
す
る
の
か
。

A　

マ
イ
ナ
保
険
証
は
、
医
療
の
デ
ジ
タ

ル
化
を
進
め
る
た
め
の
基
盤
で
よ
り
良
い

医
療
や
高
額
療
養
費
制
度
の
限
度
額
適
用

認
定
証
が
不
要
な
ど
、
患
者
や
医
療
現
場

に
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
早
期
に
広

く
享
受
さ
れ
る
よ
う
法
改
正
が
行
わ
れ
た
。

Q　

窓
口
負
担
10
割
の
「
特
別
療
養
費
」

支
給
の
対
応
は
ど
う
か
。

A　

納
付
勧
奨
等
を
行
っ
て
も
な
お
国
保

税
を
納
付
し
な
い
滞
納
世
帯
に
対
し
、
特

別
の
事
情
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
事
前
通

知
し
、
支
給
す
る
。
支
給
に
際
し
て
は
、

個
々
の
状
況
に
応
じ
適
切
な
対
応
を
行
う
。

Q　

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
の
期
限
や
更
新
は
。

A　

3
か
月
前
に
更
新
の
お
知
ら
せ
が
届

く
。
電
子
証
明
書
の
有
効
期
限
は
、
発
行

の
日
か
ら
5
回
目
の
誕
生
日
で
あ
る
。

Q　

本
市
の
農
地
全
体
に
占
め
る
遊
休
農

地
の
現
状
は
。

A　

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不

足
、
相
続
等
に
伴
い
耕
作
が
困
難
に
な
る

な
ど
の
理
由
で
増
加
傾
向
に
あ
る
。

Q　

農
業
法
人
数
の
推
移
は
ど
う
か
。

A　

個
人
農
家
が
減
少
す
る
中
、
増
加
傾

向
に
あ
る
。
地
域
農
業
を
活
性
化
さ
せ
る

た
め
に
も
、
補
助
事
業
の
活
用
等
も
含
め
、

国
・
県
と
も
連
携
し
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

Q　
「
地
域
計
画
」の
進
捗
状
況
は
。

A　

令
和
6
年
2
月
に
農
業
委
員
会
事
務

局
に
お
い
て
、
農
用
地
の
所
有
者
及
び
耕

作
者
に
意
向
調
査
を
実
施
し
、
そ
の
回
答

な
ど
を
踏
ま
え
、
7
月
に
「
目
標
地
図
」

の
素
案
を
作
成
し
た
。
ま
た
、
令
和
6
年

7
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
、
25
の
地
域
ご

と
に
2
回
ず
つ
、
農
家
の
所
有
者
や
耕
作

者
を
は
じ
め
、
関
係
機
関
の
担
当
者
と
話

し
合
う
「
協
議
の
場
」
を
開
催
し
、
話
し

合
い
の
結
果
を
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て

公
表
し
、
そ
の
後
2
週
間
の
縦
覧
手
続
き

を
実
施
し
た
。
今
後
は
「
地
域
計
画
」
の

10
年
後
を
見
据
え
、
借
り
手
と
貸
し
手
の

マ
ッ
チ
ン
グ
の
た
め
の
取
組
を
実
施
し
て

い
く
。

Q　

ア
グ
リ
テ
ッ
ク
交
流
施
設
の
利
用
状

況
は
。

A　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
に
よ
る
ア
グ
リ
テ

ッ
ク
企
業
及
び
生
産
者
へ
の
伴
奏
型
支
援

が
評
価
さ
れ
、
利
用
者
が
倍
増
し
て
い
る
。

施
設
を
利
用
し
て
、
企
業
と
農
業
経
営
者

の
勉
強
会
や
農
業
者
同
士
の
交
流
な
ど
の

マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
が
実
現
し
て
い
る
。

Q　

先
日
、
は
た
ら
ふ
れ
あ
い
館
が
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
、
く
れ
よ
ん
か
ん
が

資
料
保
管
庫
と
な
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
た
。

施
設
利
用
者
の
意
向
確
認
は
し
た
の
か
。

A　

代
替
え
施
設
の
活
用
に
向
け
た
調
整

や
周
知
な
ど
丁
寧
な
対
応
に
努
め
る
。

Q　

旧
川
本
保
健
セ
ン
タ
ー
は
、
新
耐
震

の
基
準
を
満
た
し
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
移
転
先
候
補
に
挙
が
っ
て
い
た
が
、

な
ぜ
落
札
者
に
取
り
壊
し
費
用
を
支
払
う

マ
イ
ナ
ス
入
札
の
対
象
と
す
る
の
か
。

A　

建
物
全
体
の
老
朽
化
が
進
む
た
め
、

活
用
が
困
難
と
判
断
し
た
。

Q　

第
2
次
深
谷
市
公
共
施
設
適
正
配
置

検
討
委
員
会
の
議
事
録
に
は
、『
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
移
転
先
に
つ
い
て
考

え
は
有
る
が
お
伝
え
出
来
な
い
』と
あ
っ

た
。
だ
れ
が
ど
の
よ
う
に
決
定
し
た
の
か
。

A　

公
共
性
の
高
い
団
体
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
意
向

を
踏
ま
え
な
が
ら
決
定
し
た
。

●
中
央
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い

てQ　

中
央
区
画
整
理
事
業
の
現
在
ま
で
の

一
般
会
計
か
ら
の
持
ち
出
し
合
計
額
は
。

A　

令
和
6
年
度
末
見
込
み
で
は
、
事
業

費
1
1
1
億
15
万
円
の
う
ち
87
億
2
，
6

9　

万
円
78
．
6
％
が
一
般
会
計
か
ら
の

持
ち
出
し
で
、
建
物
移
転
補
償
費
に
83
億

9
，
7
3
0
万
円
が
使
わ
れ
て
い
る
。

Q　

残
事
業
費
は
1
4
0
億
を
超
え
、
市

民
に
対
し
説
明
責
任
が
あ
る
と
思
う
が
。

中
央
土
地
区
画
整
理
事
業
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

A　

道
路
の
拡
幅
や
公
園
等
、
公
共
施
設

が
整
備
さ
れ
、
緊
急
車
両
へ
の
対
応
や
避

難
場
所
の
確
保
が
可
能
と
な
り
、
土
地
利

用
促
進
に
も
つ
な
が
る
。

「深谷市こども計画」より

9
マイナンバーカードと電子証明書の有効期限（市HPより）

発行日時点
の年齢

マイナンバー
カード

署名用
電子証明書

利用者証明用
電子証明書

18歳以上 10回目の
誕生日

5回目の
誕生日

5回目の
誕生日

15歳以上
〜17歳

5回目の
誕生日

5回目の
誕生日

5回目の
誕生日

15歳未満 5回目の
誕生日 なし 5回目の

誕生日

所在地：深谷市本住町3-3
T E L：080-3439-3591
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たか

田
だ

　博
ひろ

之
ゆき

市
政
の
Ｐ
Ｒ
の
場
と
し
て
広
く
活
用
を
図
っ
て
い
く

深
谷
市
誕
生
20
周
年
に
な
る
が
記
念
式
典
を
挙
行
し
た
ら

小
こ

林
ばやし

　 真
まこと

す
べ
て
の
中
学
校
に
広
め
て
い
け
る
よ
う
に
働
き
か
け
る

制
服
バ
ン
ク
を
市
と
し
て
取
り
入
れ
る
考
え
は
あ
る
か

八
はち

須
す

由
よし

憲
のり

活
き
活
き
シ
ニ
ア
世
代
応
援
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
く

シ
ル
バ
ー
e
ス
ポ
ー
ツ
、
こ
れ
か
ら
の
取
組
は

〈
ふ
か
や
市
議
会
だ
よ
り
は
、
C
D
版
を
発
行
し
て
い
ま
す
。 

送
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
市
社
会
福
祉
協
議
会（
T
E
L 

5
7
3
ー

6
5
6
3
）へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。〉

Q　

旧
深
谷
市
で
は
10
周
年
記
念
式
典
、

20
周
年
記
念
式
典
等
が
実
施
さ
れ
て
き
た
。

A　

今
後
の
20
周
年
記
念
事
業
は
、
栄
一

翁
関
連
事
業
と
関
連
付
け
て
実
施
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

Q　

市
勢
要
覧
を
作
成
す
る
考
え
は
あ
る

か
。

A　

今
年
中
に
、
広
報
ふ
か
や
に
お
い
て

深
谷
市
誕
生
20
周
年
の
特
集
を
予
定
し
て

い
る
。
特
別
号
と
し
て
カ
ラ
ー
印
刷
に
変

更
し
た
り
、
未
来
を
展
望
す
る
内
容
と
し
、

皆
さ
ん
に
読
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め

て
い
く
。

●
深
谷
市
を
も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
す
べ
き

Q　
「
深
谷
」だ
と
思
え
る
巨
大
オ
ブ
ジ
ェ

を
国
道
の
端
な
ど
に
設
置
で
き
な
い
か
。

A　
「
栄
一
翁
」と「
ふ
っ
か
ち
ゃ
ん
」が
描

か
れ
た
埼
玉
ガ
ス
株
式
会
社
の
ガ
ス
タ
ン

ク
が
あ
る
。
3
月
8
日
に
は
道
の
駅
お
か

べ
に
5
ｍ
を
超
え
る「
ね
ぎ
」の
オ
ブ
ジ
ェ

が
完
成
し
た
ば
か
り
で
あ
る
。

Q　

平
面
で
の
大
き
な
看
板
で
は
あ
り
ふ

れ
て
い
て
見
過
ご
し
て
し
ま
う
。
立
体
的

な
、
そ
し
て
大
き
な
オ
ブ
ジ
ェ
は
全
国
各

地
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
淡
路
島
の
た
ま

ね
ぎ
の
オ
ブ
ジ
ェ
、
ま
た
カ
ニ
の
つ
め
の

巨
大
オ
ブ
ジ
ェ
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
オ
ブ

ジ
ェ
等
々
い
っ
ぱ
い
あ
る
。
深
谷
市
で
も

何
と
か
調
整
で
き
な
い
か
。

A　

国
道
17
号
バ
イ
パ
ス
の
4
車
線
化
が

計
画
さ
れ
て
い
る
が
、
余
剰
地
等
が
あ
れ

ば
、
調
査
研
究
し
て
い
く
。

カラフルで楽しい「さんすうせっと」は
1 人１セット

Q　

学
用
品「
コ
モ
ン（
共
有
）」化
は
通
学

軽
量
化
に
も
効
果
が
あ
る
の
で
は
。

A　

ど
ん
な
学
用
品
の
コ
モ
ン
化
が
望
ま

し
い
か
学
校
の
状
況
等
を
確
認
す
る
。

●
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
地
域
条
例

Q　

令
和
4
年
8
月
、
市
内
に
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
は
14
基
あ
っ
た
。
現
在
の
事
業
用
太

陽
光
発
電
設
備
の
設
置
状
況
は
。

A　

現
在
も
14
基
で
増
減
な
し
。
メ
ガ
ソ

ー
ラ
ー
以
外
も
含
め
た
市
内
全
体
の
事
業

用
太
陽
光
発
電
設
備
は
、
1
，
3
6
9
基
、

発
電
容
量
9
万
5
，
9
6
4
Ｋ
Ｗ
で
伸
び

は
著
し
く
鈍
化
し
て
い
る
。

Q　

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
設
置
を
規
制
す
る
条

例
を
制
定
す
る
考
え
は
な
い
か
。

A　

太
陽
光
発
電
施
設
の
設
置
に
関
す
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
い
て
指
導
・
助
言

を
行
っ
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
大
き
な
ト
ラ

ブ
ル
も
な
く
、
国
の
法
改
正
で
事
業
規
律

の
強
化
が
図
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
引
き
続

き
国
の
法
律
と
市
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
運
用

で
近
隣
住
民
の
安
全
や
多
様
な
自
然
環
境

を
持
つ
景
観
へ
の
配
慮
を
図
る
。

●
中
央
地
区
区
画
整
理

Q　

計
画
決
定
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
は
。

A　

平
成
9
年
度
に
施
行
区
域
を
都
市
計

画
決
定
し
、
10
年
度
に
、
設
計
内
容
や
施

行
期
間
、
資
金
計
画
な
ど
の
事
業
計
画
を

定
め
た
。

Q　

26
年
経
過
で
市
民
の
意
見
が
変
わ
っ

て
き
た
。
計
画
見
直
し
の
考
え
は
な
い
か
。

A　

今
は
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
さ
ず
進
め
る

時
。
し
か
し
今
後
、
行
き
詰
ま
る
時
が
来

た
ら
、
新
た
な
時
代
の
感
覚
で
い
っ
し
ょ

に
考
え
た
い
。

Q　

シ
ル
バ
ー
e
ス
ポ
ー
ツ
講
座
が
実
施

さ
れ
た
が
、
ど
の
よ
う
な
内
容
な
の
か
。

A　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
基
本
操
作
か
ら

ア
プ
リ
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
、
Ｗ
ｉ
︲
Ｆ
ｉ

へ
の
接
続
方
法
、
通
信
料
金
や
広
告
が
表

示
さ
れ
た
時
の
対
処
方
法
に
つ
い
て
の
講

習
後
、
対
戦
ゲ
ー
ム
を
行
っ
た
。

Q　

e
ス
ポ
ー
ツ
体
験
を
き
っ
か
け
と
し

て
、
高
齢
者
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
の
推
進
、

認
知
症
予
防
や
地
域
で
の
交
流
の
機
会
が

増
え
る
等
の
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。
今
後

も
講
座
を
開
催
す
る
予
定
は
あ
る
の
か
。

A　

高
齢
者
が
で
き
る
簡
単
・
単
純
で
楽

し
め
る
も
の
を
実
施
し
て
い
く
。

●
認
知
症
施
策
に
つ
い
て

Q　

2
0
4
0
年
に
65
歳
以
上
の
認
知
症

お
よ
び
軽
度
認
知
障
害
（
Ｍ
Ｃ
Ｉ
）
の
患

者
は
、
3
人
に
1
人
に
の
ぼ
る
、
と
い
う

推
測
が
国
か
ら
発
表
さ
れ
た
。
認
知
症
の

予
防
や
認
知
症
の
人
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
家
族
や
地
域
で
支
え
る
た
め
に
は

認
知
症
・
軽
度
認
知
障
害
に
つ
い
て
の
正

し
い
知
識
と
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
認
知
症
と
共
生
す
る
社
会
の
実

現
に
向
け
た
施
策
は
。

A　

認
知
症
の
症
状
、
認
知
症
の
人
と
接

す
る
と
き
の
心
構
え
や
、
認
知
症
介
護
を

し
て
い
る
人
の
気
持
ち
な
ど
を
学
ぶ「
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」を
開
催
し

て
い
る
。
認
知
症
の
概
要
や
早
期
発
見
の

た
め
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
、
相
談
窓
口
、

公
的
な
サ
ー
ビ
ス
等
を
掲
載
し
た「
認
知

症
あ
ん
し
ん
ガ
イ
ド
」を
作
成
し
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
掲
載
や
窓
口
で
配
布

し
て
い
る
。
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

⻆
田
議
長
か
ら
議
会
改
革
に
関
す
る
諮
問
を
受

け
、
議
長
を
除
く
全
議
員
で
構
成
す
る
議
会
改
革

委
員
会（
委
員
長
に
今
井
慶
一
郎
委
員
、
副
委
員

長
に
柿
澤
祐
介
委
員
）を
令
和
6
年
6
月
か
ら
令

和
7
年
1
月
ま
で
、
計
8
回
開
催
し
ま
し
た
。

〇
諮
問
事
項

　

1　

議
員
定
数
と
議
員
報
酬
、
そ
の
他
待
遇（
厚

　
　

生
年
金
加
入
の
是
非
や
費
用
弁
償
）、
政
務

　
　

活
動
費
の
使
途
基
準
見
直
し
に
関
す
る
こ
と

　

2　

常
任
委
員
会
の
生
中
継
・
録
画
配
信
、
議

　
　

会
報
告
会
の
開
催
に
関
す
る
こ
と

〇
検
討
経
緯

　

議
長
か
ら
諮
問
の
趣
旨
・
経
緯
を
委
員
に
説
明

し
、
各
諮
問
事
項
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
ト
ー
ク
な

ど
実
施
し
、
議
論
を
深
め
ま
し
た
。

〇
検
討
結
果

　

1　

議
員
定
数
は
、
過
去
2
度
に
わ
た
り
定
数

　
　

の
削
減
を
行
い
、
市
民
の
多
様
な
意
見
を
市

　
　

政
に
反
映
す
る
た
め
相
応
の
数
が
必
要
で
あ

　
　

る
こ
と
を
鑑
み
、
現
状
維
持
と
さ
れ
た
い
。

　

2　

議
員
報
酬
は
、
平
成
7
年
以
降
見
直
し
が

　
　

な
い
こ
と
か
ら
、
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
を

　
　

毎
年
度
開
催
し
、
そ
の
適
正
額
を
検
証
す
べ

　
　

き
で
あ
る
。
な
お
、
適
正
額
の
検
証
に
あ
た

　
　

る
際
は
、
市
職
員
の
給
与
改
定
率
を
参
考
と

　
　

す
る
こ
と
を
申
し
述
べ
る
。

　

3　

厚
生
年
金
加
入
の
是
非
、
費
用
弁
償
及
び

　
　

政
務
活
動
費
の
使
途
基
準
見
直
し
は
、
結
論

　
　

が
で
な
い
こ
と
に
よ
り
、
議
論
不
調
と
す
る
。

　

4　

常
任
委
員
会
の
生
中
継
・
録
画
配
信
は
、

　
　

議
場
で
行
う
予
算
特
別
委
員
会
及
び
決
算
特

　
　

別
委
員
会
の
配
信
を
実
施
し
、
そ
の
効
果
を

　
　

検
証
し
た
う
え
で
判
断
さ
れ
た
い
。

　

5　

議
会
報
告
会
の
開
催
は
、
各
常
任
委
員
会

　
　

が
既
に
諸
団
体
と
意
見
交
換
会
を
実
施
し
て

　
　

い
る
こ
と
か
ら
、
行
わ
な
い
こ
と
と
す
る
。今井委員長から⻆田議長へ答申

グループトークの様子

『
議
会
改
革
の
取
組
』

あわ市営農経済センターにある巨大オブジェ（JA徳島県提供）



議会のうごき

日 月 火 水 木 金 土
6 ／ 1 2 3 4 5 6 7

（開会）
議案説明 議案説明 議案質疑 議案質疑

8 9 10 11 12 13 14

福祉文教
委員会

産業建設
委員会

総務
委員会

15 16 17 18 19 20 21

一般質問 一般質問 一般質問 採決
（閉会）

　前号の議会だよりで表紙デビューした愛猫ソラ。縁あって我が家に
迎えましたが、元ノラ猫です。ソラは、花園小中学生の通学路に突如
現れ、それ以来子ども達に可愛がられ、更に保護者の方に市の「さく
らねこ無料不妊手術チケット」で去勢手術をしてもらっていました。
　猫の殺処分は子猫が８割程です。ですからノラ猫に不妊手術をする
ことで、殺処分を大幅に減らすことができます。
　毎春、沢山の子猫が産まれていますが、今年こそは、取組の成果が
表れることを願ってやみません。　　　　　　　　　　佐久間　奈々

編 集 委 員 会

議会の生中継・録画配信
http://fukaya.gijiroku.com

6月定例会のお知らせ6月定例会のお知らせ
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編 集 後 記

［副委員長］
福島　秀樹
山出　秀明

［ 委 員 長 ］
［ 委 員 ］

佐久間奈々
八須　由憲
繫　　由香

田口　英夫
田島　秀興
小林　　真

［編集責任者］ 議長　⻆田　義徳

　会期中３月８～９日開催の王将戦
がモチーフ。藤井王将からみた第５
戦投了図の駒の位置に、議会関連用
語を配しました。議会に勝ち負けは
ありませんが、望まれるのは質の高
い論戦。「勝負めし」など盤外含め
た盛り上がりが、議会にもほしいで
す。　　　　　　　　　　 小林　真

行 事 内 容 行 事 内 容1月 3月

行 事 内 容2月

28（火）	 議員全員協議会
	 ・ALSOK杯第74期王将戦第5局の開催におけ

るイベントの実施と募集について
	 ・価格高騰重点支援給付金（第2回）給付事業

の概要及び対応について
	 議会改革委員会

10（月）	 議会運営委員会
	 議員全員協議会
	 ・大里広域市町村圏組合の今後の方向性につ

いて
	 ・令和7年度組織改正について
	 ・深谷市公共施設適正配置計画に基づく施設

の再編について
	 ・第38回全国健康福祉祭埼玉大会について
	 ・深谷消防署花園分署の建替え整備について

20（木）	 議会開会、議案説明、予算特別委員会
26（水）	 議案質疑
28（金）	 総務委員会

3（月）	 福祉文教委員会
4（火）	 産業建設委員会
5（水）	 予算特別委員会
6（木）	 予算特別委員会
11（火）	 一般質問
12（水）	 一般質問
13（木）	 一般質問
17（月）	 議会運営委員会
	 採決、議会閉会
	 議員全員協議会
	 ・大里広域市町村圏組合の解散に関する基本

協定書の締結について
	 ・ファミリーシップ制度の導入について
	 ・帯状疱疹定期接種の開始及び任意接種費用

助成の継続について
	 ・深谷市こども計画の策定について
	 ・こども館の愛称募集について
	 ・岩手県大船渡市の山林火災による緊急消防

援助隊の派遣について


